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　ＰＨＣは、デジタル技術を活用した
薬局運用ソリューションを展開してい
る。
　利用者が46万人を超える電子版お薬
手帳アプリ「ヘルスケア手帳」の特徴
は、服薬情報の管理だけでなく、処方
箋の事前送付機能を搭載しているこ
と。来局時の待ち時間を削減させるこ
とで新型コロナウイルスの感染リスク
を低減できる。
　さらに今回、患者とのコミュニケー
ションをより円滑にするためのフォ
ローアップ・メッセージ機能も搭載し
た。この機能は、薬機法改正に伴い９
月から新たに義務化された服薬期間中
のフォローアップ（薬剤使用状況の把
握と適切な情報提供）を補助すること
を目的としたもの。
　薬局側からメッセージを送ることが
でき、患者側は直接メッセージを入力
して返信する以外にも、選択肢や電話

の希望時間を選ぶだけの簡単操作でも
返信することが可能となり、これらの
内容を電子薬歴に取り込むことで、薬
歴記載時間の短縮につながることが期
待される。
　タブレットを使って対面で服薬指導
を行うことができる「クラウド薬歴
DrugstarLead」は、新たに非接触で患
者アンケートを実施できる新機能「ヒ
アリングMe.」を搭載した。
　タブレットに表示されるＱＲコード
を患者個人のスマートフォンで読み取
れば薬局の外からでもアンケートに答
えることができるという機能となる。
薬局内で、感染リスクを最小化する取
り組みを継続しながらの患者対応が求
められる中、駐車場の車内や自宅など
からもアンケートに回答することがで
きるため、待合室の密を軽減できるだ
けでなく、アンケートホルダーやペン
の消毒、アンケート用紙の廃棄作業な

どの軽減につながる
ことが期待される。
　2021年３月から開始予定のオンライ
ン資格確認は、患者のマイナンバー
カードもしくは健康保険証を利用して
保険資格の有効性を自動的にオンライ
ンで確認する、新たな医療保険の資格
確認システム。
　同社は、医療機関・保険薬局向け医
事コンピュータ（レセプトコンピュー
タ）とパナソニックシステムソリュー
ションズジャパンが開発する「顔認証
付きカードリーダー」とのシステム連

携を進めており、資格確認専用端末と
医事コンピュータの一体化を実現。非
接触（顔認証）で認証し、患者の同意
を得た保険資格情報を直接、医事コン
ピュータに登録する。
　これにより、医療機関が資格確認専
用端末を追加購入する必要がなくなる
上、新たな設置場所も不要となり、ス
ペースの限られた診療所や薬局などで
も無理なくオンライン資格確認システ
ムの導入が可能になる。

ＰＨＣ

ウィズコロナ対応の薬局運用支援

　ゆうホールディングスのグループ会
社であるC.Medica lが開発、販売して
いる薬歴アプリ「ConnectReport（コ
ネクトレポート）」の外来業務機能が
７月に刷新された（在宅版のみの契約
は除く）
　Connec tRepo r tは、レセプトコン
ピュータと連携することにより、クラ
ウド上に患者情報や処方情報などを保
存・一括管理できる薬歴アプリ。アプ
リの開発には、現場の薬剤師が携わっ
たことで、現場の声が多く反映されて
おり、使いやすい仕様になっている。
　ConnectReportの画面は、左から今
回、前回、前々回の処方薬が一覧で表
示され、前回処方があり今回削除の薬
は「青色」、初めての薬は「赤色」、変
更点は「黄色」、追加された薬は「ピ
ンク」と色分けされるので、処方の変
更点をすぐに確認できる。処方薬を経
時的に一覧表示もでき、いつどのよう

な薬が処方されたかが一目で分かる。
さらに、データベース機能が追加され、
医薬品の相互作用や疾患と医薬品など
の鑑査情報が画面に表示されるように
なった。
　バイタルや検査値も一覧で表示でき
るほか、画面に表示された処方薬をク
リックするとＰＤＦファイルの添付文
書を見ることができ、服薬指導に役立
つ。各店舗の薬歴内容を本部で閲覧す
ることも可能。
　また、在宅支援システムも充実して
いる。在宅現場での報告書や薬歴の入
力もiPadなどのタブレット端末ででき
るため、薬局に戻ってからの報告書や
薬歴作成が軽減される。グループ管理
機能やカレンダー機能（訪問日管理）
もある。
　グループ管理機能は、訪問施設ごと
に患者情報の閲覧ができ、部屋番号順
や往診順などの並び替えの設定が任意

にできる。カレンダー機能
は、カレンダー画面から、
訪問施設や患者情報の確認
が可能。報告書作成時に次
回訪問予定を入力すればカ
レンダーに自動反映され、
日付をタップすると、その
日の訪問予定が確認できる
など、作業の効率化に役立
つ。
　患者情報画面から地図ボ
タンを押すと地図アプリが
起動し、現在地から訪問場
所までのルートを表示する
ため、所要時間や経路把握に役立つ。
　アプリの写真機能を使えば、端末に
個人情報を残さずに画像で視覚的に情
報共有ができ、報告書へ写真を添付す
ることで多職種との情報共有もでき
る。患者自身に紐づいた情報なども画
像で保存できるため、一包化の作成方
法やお薬カレンダーのセット方法など
担当者以外の薬剤師でもスムーズな対
応が可能となる。
　入力したデータは全てクラウドに保
存されるため、外来業務、在宅業務で

記入した情報は瞬時に同期されるほ
か、セキュリティ面も通信の暗号化と
クライアント認証によって確保。事前
に登録している端末であれば、どの端
末からでもアクセスできるため、時間
外や急な問い合わせにも場所や時間を
選ばずに迅速に対応できる。
　利用料金は、初回のレセコンとの接
続費用と月額使用料金のみで、端末の
台数に関係なく、更新費用などはかか
らない。

C.Medical「ConnectReport」

現場薬剤師が作った薬歴アプリ


